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研 究

子ども虐待に関する保育士・幼稚園教諭の

　　　　　　　　　　知識と対応行動

岩清水伴美1），中野　照代2），飯田澄美子3）

，鵜　■／v． 脳　　　　　纏．、婆－　鵜、t”，、

〔論文要旨〕

　目　的：保育者の虐待の知識と虐待への対応の実態を把握し，今後の課題を明らかにする。

　方　法：S県の5市2町の保育士・幼稚園教諭（1，195人）を対象に自己記入式調査を実施した。

　結果および考察：被虐待児に現れる症状では，身体面・情緒面の知識は高く，発達行動面・食事面では低かった。

虐待の行為では，心理的虐待が最も認知されにくかった。日常業務の中で保育者が観察している点は，子どもに対

しては，「身体面」，「情緒面」であり，保護者に対しては，「親の愛着欠如」であった。

　保育者が虐待を早期に発見するためには，心理的虐待やネグレクトの観察を強化し，被虐待児に現れる発達行動

面と食事面の観察を強化する必要がある。

Key　words＝子ども虐待，保育士，幼稚園教諭，知識対応行動

1．緒 言

　近年，子ども虐待（以下，虐待とする）の件数は増

加の一途を見せ，厚生労働省の児童相談所における平

成20年度の児童虐待相談対応件数は42，662件である。

平成16年度の虐待防止法改正前には，今後早急に取り

組むべき課題として，発生予防，早期発見・早期対応，

保護・支援の各段階での具体的な取り組みの必要性が

求められた。

　保健師は，発生予防では虐待問題の発生率や死亡

率等が把握でき経過が見渡せるシステムを整えるこ

と1），早期発見・早期対応では一般的な子育て支援，

潜在化しているハイリスク群の把握ハイリスク群の

支援関係機関のネットワークづくり2）等の役割があ

り，各地域で活動が行われている。保健師は虐待の具

体的な援助のために，養育者と関係を作る受容的態度

や必要な援助の見極め（発見・タイミング），関係機

関との連携3）等の技術を用いて各地で活動を行ってい

る。

　関係機関の連携として代表的なものは，要保護児童

対策地域協議会（以下，協議会）がある。市町村にお

いて協議会で虐待の問題に対応しているが，活動は各

地域で差があるのが現状である。協議会の提案ケース

を見ると，児童福祉担当課や児童相談所からの提案

ケrスは上がるものの，虐待の第一発見者になること

が多い幼稚園・保育園，小中学校からの提案が少ない

現状にある。協議会を活性化するためには，協議会に

虐待と思われるケースを提案でき，各機関が連携して

早期に対応することが期待される。

　そこで，本研究は協議会への保育者からの提案がな
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ぜ少ないのか，保育者の虐待の知識と虐待への対応の

実施という観点から調査し，今後の課題を明らかにし

たいと考えた。

］1．研究方法

1．対　象

　調査対象は，S県S健康福祉センター管内（5市2

町）の，すべての認可保育所に勤める保育士と公立幼

稚園に勤める幼稚園教諭とした。保育士は65施設698

名，幼稚園教諭は78施設497名である。調査対象者数

1，195名のうち回収数は，890名（回収率74．5％）であっ

た。そのうち質問紙の項目にもれのない，保育士453名，

幼稚園教諭328名の計781名（有効回答率65．4％）を分

析対象とした。調査期間は，平成19年2月～3月であ

る。

2，データ収集

　自記式質問紙調査で留置き調査により実施した。

　各市役所，役場の保育所・幼稚園担当課および児童

虐待担当課の承諾を得，各施設宛に各市役所・役場の

機関内配達方法にて配布した。各施設の施設長宛に研

究の依頼文書により，各保育士・幼稚園教諭への配布
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
を依頼した。調査票の回収は，研究者が行った。1

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　／

3．調査内容

　個人属性は，年齢，性別，職業および経験年数，職

位，勤務形態，婚姻状況，自己の子育て経験（以下，

子育て経験）とした。虐待に対する知識についての設

問は，高橋式ビネット調査と被虐待児に現れる様子（症

状），親に現れる態度について行った。ビネット調査

は対象者がどのように考えているか把握するものであ

り，「子どもの不適切なかかわり」の39項目を用いた。

この項目に対して「まったく問題ない」から「虐待・

放任である」の5段階の選択肢（リッカート式）から

自分の考えに当てはまるものを選択するものである。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　虐待により親や子どもに現れる様子（症状）を問うも

のとして，保育所保育指針の虐待を発見するための注

意項目を活用し質問を作成した。二者択一で回答を求

めた。Cronbachのα係数は親用0．607，子ども用0．903

であった。対応行動として日常業務での観察について

は，知識の設問と同じ項目を利用し，観察しているか

二者択一で回答を求めた。Cronbachのα係数は親観

察用0．685，子ども観察用0．921であった。

小児保健研究

4．データの分析

　調査の分析は，統計解析プログラムSPSS　13．O　for

Windowsを用い，統計的手法で分析した。相関関係

についての検定はピアソンの積率相関係数要因の関

係の検討に当たっては，x2検定，　t検定，一元配置分

散分析を行った。

5．倫理的配慮

本研究は聖隷クリストファー大学倫理委員会の承認

を得た後，実施した。

皿．結 果

1．対象者の背景

　表1に示した通り，781名のうち，保育士は453名

（58．0％），幼稚園教諭は328名（42．0％）であった。

調査対象の平均年齢は36．4歳であり，保育士では35．7

歳幼稚園教諭では37．4歳であった。保育士は20歳代

が183名（40．4％）で多く，50歳代71名（15．7％）と

少なかった。幼稚園教諭は20歳代が117名（35．7％）

で多く，30歳代が61名（18．6％）と少なかった。

　性別は，女性が767名（98．2％），男性が14名のみで

あった。職位は，一般職員652名（83．5％）とほとんどで，

表1　対象者の状況

n＝781人（％）

項目 区分 合計　　　保育士　幼稚園教諭

　　　　20歳代
　　　　　30歳代
　年齢
　　　　40歳代
　　　　50歳代以上
平均年齢

300（38．4）　183（40．4）　117（35．7）

162（20．7）　101（22．3）　61（18．6）

182（23．3）　98（21．6）　84（25．6）

137（17．5）　71（15．7）　66（20．1）

36。4歳　　35．7歳　　37．4歳’

性別
生
生

男
女

14（　1．8）

767　（98．2）

　　　　保育士
職業
　　　　幼稚園教諭

453　（58．0）

328　（42．0）

職位
一般職員　　652（83．5）

園長・主任等129（16，5）

経験年数

平均経験年数

0～9年
10～19年

20～29年

30年以上

434（55．6）　257（56．7）　177（54．0）

167（21．4）　112（24．7）　55（16．8）

100（12．8）　50（11．0）　50（15．2）

80（10．2）　34（　7．5）　46（14．0）

11．7年　10．9年　12．7年

勤務形態
正規職員　　507（64．9）

臨時・嘱託等274（35．1）

　　　　既婚
婚姻状況
　　　　　未婚

462　（59．2）

319（40．8）

　自己の　　子どもがいる419（53．6）

子育て経験　子どもがいない362（46．4）
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園長・主任等が129名（16．5％）であった。・経」験年数

の平均は保育士10．9年，幼稚園教諭12．7年であった。

経験：年数では，10年未満が434名（55．6％）で最も多く，

10～19年が167名（21．4％），20～29年が100名（12．8％），

30年以上が80名（10．2％）であった。勤務形態は，正

規職員が507名（64。9％），臨時や嘱託職員などが274

名（35．1％）であった。婚姻状況と子育て経験：の有無

は半数であった。

2．子ども虐待事例に関わった経験

　虐待事例に関わった経験のある者を表2に示した。

虐待事例に関わった保育者は，781名四216名であり

27．6％を占める。保育士と幼稚園教諭は差が見られな

かった。

　虐待事例に関わったことのある216名のうち，1ケー

スが156名（72．2％），2ケースが46名（21．3％），3ケー

スが5名（2．3％），4ケース以上が9名（4．2％）であっ

た。両者には差が見られなかった。

　虐待種別は，身体的虐待が127名（58，8％），心理的

虐待35名（15．8％），ネグレクト126名（58．3％），性

的虐待2名（0．9％）であった。虐待種別の経験と職

業に有意差が見られ，幼稚園教諭が心理的虐待に関

わった経験が多い傾向にあった。

　表2のように，虐待事例に関わった経験と婚姻状2兄

子育て経験の有無の関係において有意差が見られ，既

婚者と子育て経験のある者が虐待事例に関わった経験：

が多い傾向にあった。

3．保育者の虐待に対する知識

　保育者の虐待行為に関する知識の高い項目は，図1

に示すように，「子どもにタバコの火を押し付ける」

3．92点，「殺してやると真剣な表情で包丁を子どもに

突きつける」3．9点「子どもに慢性疾患があり，生命

に危険があるのに，病院に連れて行かない」3．77点，「親

が子どもの世話をいやがり，ミルクを与える回数が不

足している」3．72点，「親の性的満足のために自分の

性器を子どもに触らせる」3．71点，「親が子どもの性

器を愛撫する」3．71点であった。

　逆に最も知識の不足しているものは，「親が思春期

の異性の子どもと一緒にお風呂に入る」1．84点であり，

次いで「子どもの高熱を座薬によって下げて，翌朝，

保育所に連れて行く」2．04点，「子どもが嫌がってい

るのに，年齢不相応な早期教育を強要する」2．06点，「罰

として，子どもの大事にしているおもちゃを捨てる」

2．24点，「親が自分の好みで娘に露出度の高い服を着

せる」2．41点であった。保育士と幼稚園教諭間で各項

表2　虐待事例の関わり経験 人（％）

全　体

氏≠V73

保育士

氏≠S49

幼稚園教諭

@n＝324
Z2

既婚

祉j457

未婚

氏≠R16

γ2
子育てあり

祉j414

子育てなし

氏≠R59
Z2

虐待事例の

ﾖわりの有無

@（欠損8）

あ　り

ﾈ　し

216

i27．6）

T57

i71．3）

131

i28．9）

R18

i70．2）

　85
i25．9）

Q39

i72．9）

151

i33．0）

R06

i67．0）

　65
i20．9）

Q51

i79．4）

＊＊＊

139

i33．6）

Q75

i66．4）

　77
i21．4）

Q82

i78．6）

＊＊＊

1ケース
156 94 62 102 54 93 63

（72．2） （71．8） （72．9） （67．5） （83．0） （66．9） （81．8）

46 31 15 37 9 36 10

虐待事例数

2ケース （21．3）

@5
（23．7）

@2
（17．6）

@3
（24．5）

@4
（13．8）

@1
（25．9）

@3
（13．0）

@23ケース （2．3） （1．5） （3．5） （2．6） （1．5） （2．2） （2．6）

9 4 5 8 1 7 2

4ケース以上 （4．2） （3．1） （5．9） （5．3） （1．5） （5．0） （2．6）

身体的虐待
127

i58．8）

　74
i56．5）

　53
i62．4）

　85
i53．3）

　42
i64．6）

　78
i56．1）

　49
i63．6）

虐待種別
心理的虐待

　35
i15．8）

　15
i11．4）

　20
i22．5）

＊
　29
i19．2）

　6
i9．2）

　29
i20．9）

　6
i7．8）

（重複回答）
ネグレクト

126

i58．3）

　78
i59．5）

　48
i56．5）

　90
i59．6）

　36
i55。4）

　86
i61．9）

　42
i54．5）

2 2 0 1 1 1 1

性的虐待 （0．9） （1，5） （0．0） （0．7） （1，5） （0．7） （L3）

＊p〈O．05　＊＊＊p〈O．OOI
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目の差はなく，またPearson相関係数は0．993であり

相関は高かった。ビネット調査の総合点と職位，勤務

形態，経験年数に有意差が見られ，園長・主任等，正

規職員，勤務年数の20年から29年の者が高い得点が見

られた。

　被虐待児に現れる様子（症状）（以下，被虐待児

　　　　　　　　　　　　　　　　小児保健研究

に現れる様子）と思うものは，図2のように，「不自

然な傷」が94．2％（736名）と一番多く，「多動」が

17．5％（137名）で一番少なかった。被虐待児に現れ

る様子と半数以上が回答した項目は，「不自然な傷」

94．2％（736名），「おびえた表情」83．7％（654名），「栄

養障害」71、8％（561名），「暗い表情」68．6％（536名），

　　　　　　　　　　　　　　子どもにタバコの火を押し付ける（身体）　　羅　総w　　灘「「灘灘購雛・．WW．，懸3．92

　　　　「殺してやる」と真剣な表情で包丁を子どもに突きつける（心理）　魏1雛灘、「　　　　　　、．　　　　　，　3．90

子どもに慢性疾患があり，生命に危険があるのに，病院に連れて行かない（ネグ）　　醗　　、　　　　　　　　3．77

　親が子どもの世話をいやがり，ミルクを与える回数が不足している（ネグ）　　，　1　’．　　　　　3．72

　　　　　　親の性的満足のために自分の性器を子どもに触らせる（性的）　、WW，　ww　　　．．・3．71

　　　　　　　　　　　　　　　　親が子どもの性器を愛撫する（性的）　WW　灘WW．灘　’　3．71

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　羅平均点

　　　　　　　　　　　　　　　親が思春期の娘の胸を愛撫する（性的）　縣鐵蠣「’　　　　　3．69

　　　親がカラオケなどで遊んでいて家に帰らず，食事を作らない（ネグ）　　灘，，．灘　　　　3．67

　　　　　　　　　　　　　　　　　　子どもの腹を蹴り上げる（身体）　’1懸’「　　3．63

　　　　　　　　　　　　親が酒に酔うと，子どもを叩いている（身体）　Cl／t／tsut　　，　　3．62

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　3．45　3．50　3．55　3．60　3．65　3．70　3．75　3．80　3．85　3．90　3．95

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　図1　虐待行為と思う高得点項目

□日常業務で子どもを観察していること　■被虐待児に現れる様子だと思う

不自然な傷1
1 1 I　　　　　　　　　　　　　　　l　　　　　　　　　　　　　　　I

　　94．2
D8∋．0

栄養障害1　　　　凋　　　　　　　　　　　　邑圃一I　　　　l　，　，　・5λ
1 1

7t8

67．C

I　　　　　　　　　I　　　　　　　　　I
剛53．0

辱9．5薔　鍵㌍11　　　　　　　　1 1
”46．0

50．8
やけど・　　　㎜　　　　　　　　　I　　　　　　　　　I

@骨折㎞　　　　I　　　I　・252
　　　「38．5P13ag

83．7

おびえた表情㎞ 　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　’70．91　　　　　　　　1　　　　　　　　1　　　　　　　　1　　　　　　　　1　　　　　　　　1

＾吊 D6

暗い表情F 170．9
【　　　　　　　　l　　　　　　　　I　　　　　　　　I　　　　　　　　I　　　　　　　　I

＾o D7

笑顔が少ない・ 『
6

情薔極端に落ち着きがないF
1　　　　【no 1　　国44．8

泣き止まない【’　　　　　　　　郷・28

激しい痛癩』　　　　　　　1卿2ス
．2

V

R∩，

乱暴で攻撃的隅畷酬一一 一 圓56．5

衣類の着脱を嫌う闘團㎜欄一一一一一一一一一一㎜一
1　33．9 42．4

鰍`只

Qウ7
　　脚45．8P

．5

@　　【

発
霧
　
言
蕃
菱
劣
鐡
＝
＝
』
≡
＝
面

回41．6

不醗陣…一一一義血 30．5

多項騨　　　1　　1誌
国33．9

　　　　　　　　　過食劉　　』一一』嘱な8

K　食欲灘．窪謹蹄
極端な偏食　　　　　　　　　　　　2 9．1　　　　　1 1 1 1 』 1
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図2　被虐待児に現れる様子（症状）と思うもの，日常業務で注意していること

90．0　100．0
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「皮下出血」67．0％（523名），「笑顔が少ない」66．7％（521

名），「発達障害」59．5％（465名），「やけど」50．8％

（397名），「乱暴で攻撃的」50．2％（392名）の9項目で

あった。被虐待児に現れる様子は，身体面と情緒面に

多く，食事面は少なかった。個人属性の中で職位に有

意差が見られ，園長・主任等が高い得点傾向にあった

（p　〈O．　05）　o

　親に現れる態度だと思うものは図3のように，「子

どもをかわいがる態度が見受けられない」が64．1％

（501名）で一番高く，次いで「子どもの身体所見につ

いて説明が不十分」60．2％（470名），「子どものことに

否定的な態度」54．5％（426名）であった。親に現れる

様子と職位，勤務形態に有意差が見られ，園長・主任

等（p〈0。01）と正規職員（p＜0．05）が親に現れる

様子の得点が高い傾向にあった。

4．虐待への対応行動の状況

1）日常業務における子ども・保護者への観察

　日常業務での子どもへの観察は図2にあるように，

「不自然な傷」が最も高く89．0％（695名）であり，次

いで「おびえた表情」，「暗い表情」70．9％（554名）で

あり，最も低かったのは「拒食」21。1％（165名）であっ

た。上位5位は，「身体面」，「情緒面」で占めていた。

子どもの観察と職業，婚姻状況，自己の子育て経験の

有無，年齢に有意差が見られた。身体面の観察をして

いる傾向が高かった個人属性は，保育士，既婚者，子

育て経験のない者，年齢50歳以上の者であった。食事

面では，保育士，既婚者，子育て経験：のある者が子ど

もの観察をしている傾向にあった。

　日常業務での親への観察をしている者は，「子ども

をかわいがる態度が見受けられない」が67．7％（529

名）と高く，次いで「子どものことに否定的な態度」

57．1％（446名）となっている。これ以外の項目は50％

を割っている状況である。親への観察総合点と職位，

経験年数で有意差が見られ，園長・主任等，正規職員，

年齢が50歳以上，経」験年数が30年以上の者が，保護i者

の観察をしている傾向にあった。

2）虐待の疑いや虐待事例への対応状況

　虐待の疑いや虐待事例（以下，虐待ケース）への対

応を行った者は，271名（34．7％）であった。対応の

内容は，「子どもの様子を観察した」が268名（98．9％）

で多く，次に「送迎の際に親とよく話すようにした」

238名（87．8％），「時間を取って親の話を聞いた」148

名（54．6％），「連絡帳をつくり家庭とよく連絡を取る

ようにした」134名（49．4％），「親に専門機関・相談

機関に行くように勧めた」75名（27．7％）の順であった。

　職員間で虐待ケースへの対応を行った者は，371名

（47．5％）であった。対応した内容は，「園内で話し

合った，ケース検討会等」が302名（81．4％），「外部

の関係機関と連携連絡を取った」が257名（69．3％），

「市町の虐待防止ネットワークに上げた」が120名

（32．3％），「嘱託医に相談した」が38名（10．2％），「特

に対応せず，見守っている」が36名（9．7％）であった。

連絡を取った外部機i関は，児童相談所129名（50．2％）

が高く，次いで保健センター（保健師）125名（48．6％），

保育・幼児教育担当94名（36．6％），保健所（保健：師）

64名（24．9％），であった。

□日常業務で親を観察していること（％）畔塗に現れる態度だと思うもの（％）

子どもをかわいがる態度が見受けられない

子どもの身体所見についての説明が不十分

　　　　　子どものことに否定的な態度

　　　　子どもについて話したがらない

　　　　　　　　必要以上に躾が厳しい

　　　　　　　　　　　　　よく叱る

　　　　　　　　　登園時間が不規則

　　　　　　　　　欠席の連絡がない

6
α
34
9

　54．5

　　57
　53．8

50．3

　　　　　　　O．O　10．0　20．0　30．0　40．0　50．0

図3　親に現れる態度だと思うものと日常業務で親を観察していること

60．0

7

70．0
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5．虐待に関する知識と対応行動の関連

　表3の被虐待児に現れる様子（知識）と日常で子ど

もを観察していること（対応行動）の関係を見ると，

身体面では有意（p＜0．001）に知識が高かった。し

かし，情緒面（p＜0．05）や発達行動面（p＜0．001）・

食事面（p＜0．01）では日常に観察している対応行動

が高かった。知識と対応行動は，Pearsonの相関係数

0．642であり中等度の相関があった。

　表4の親に現れる様子と親に対して日常で観察して

いること（対応行動）の関連では，「不自然な対応」，

「過度な躾・叱責」，「総合」の3項目は知識が有意（p

＜0．001）に高かった。Pearsonの相関係数はO．537で

あり中等度の相関があった。

　表5の虐待行為に関する知識（ビネット調査）と保

育者個人による対応行動との関係は，対応行動実施群

が性的虐待に関する知識の得点が有意（p＜0．01）に

高かった。また，職員間での対応行動と知識の関係で

は，対応行動実施群で，身体的虐待，性的虐待（p

〈0．001），ネグレクト（p＜0．05），総合点（p〈0．01）

で有意に高かった。

表3　被虐待児に現れる様子と日常業務での子どもの観

　　察の関係

被虐待児の様子　　観察している点

平均値　標準偏差　平均値　標準偏差
t検定

　身体面　　3．76　　1．744

　情緒面　　2．99　　1，714

発達行動面　　2．08　　1．857

　食事面　　0．84　　1．291

　総合　9．67　5．558

3．09　1．913　＊＊＊

3．11　1．865　＊

2．43　2．075　＊＊＊

O．96　1．409　＊＊

9．59　6．222

＊＊＊ 吹qO．OOI　＊＊p〈O．Ol　＊p〈O．05

表4　親に現れる様子（知識）と日常業務での親の観察

　　の関係

親の態度 観察している点

平均値　標準偏差　平均値　標準偏差
t検定

不自然な

　対応

愛着の欠如

　過度な

躾・叱責

不安定な

養育姿勢

　総　合

1．14　O．778　O．87 O．82　＊＊＊

1．17　O．785　1．23　O．756

1．00　O．802　O．87　O．812　＊＊＊

O．78　O．845　O．78　O．869

4．09　2．031　3．74　2．181　＊＊＊

“＊＊ 吹qO．OOI
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会5　虐待行為の知識と保育者個人の対応行動との関係

対応行動実施群　　対応行動なし群

平均値　標準偏差　平均値　標準偏差
t検定

身体的虐待　26．66　3．165　26．30

性的虐待　　24．91　3．577　　24．15

ネグレクト　40．36　5．409　39．63

心理的虐待　　29．52　4．298　　29．49

　総合　121．4613．569119．58

3．324

3．816　＊＊

5．282

4．514

13．152

】V．考 察

“＊@p　〈O．O1

1．子ども虐待事例に関わった経験

　保育者の27．6％が，虐待事例に関わった経験がある

ことが明らかになった。保育者の4人に1人は虐待事

例に関わったことになり，虐待の疑いケースを含め

ればさらに高率になる。田邉らの，虐待を疑った子

どもに遭遇した保育士は14．7％4）という報告から見て

も，今回の研究では高い経験率を示しているといえる。

堀内らの虐待の疑いを持った事例に関わった経験が

42．9％5）という報告からも，虐待は特殊な問題ではな

くなっている。虐待の種別では身体的虐待が57．5％，

ネグレクトが57．0％とほぼ同数であった。小山らの研．

究によれば，保育所に在籍する被虐待児の虐待種別は

身体的虐待57．7％，ネグレクト29．0％6）であり，本研

究の結果はネグレクトが2倍になっている。

2．保育者の虐待に対する知識について

　被虐待児に現れる様子は，身体面・情緒面に着目し

ており，発達行動面・食事面では少なかった。個人属

性間で有意差があった身体面は，「皮下出血」，「骨折」

であった。これは虐待によって生じたものか見立ての

判断の難しい項目であると考えられた。情緒面では個

人属性問により有意差のある項目が多く見られたが，

その中で「おびえた表情」は高く，「激しい痛癩」は

低く，知識の格差が見られた。食事面においては被虐

待の影響であると思う保育者が少なかった。春原らの

研究でも「食行動に問題を持つ」は認知しにくい7）と

報告があった。これらの結果から食事面での子どもの

様子は虐待の認知とつながりにくいことがわかった。

食事量は子どもの体調や運動量等とも関連するため，

食事面だけで判断するのではなく，他の情報と合わせ

て虐待と判断していると考えられる。食事面について

は，一般職員が虐待と捉えていることから，園での食
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事時間を継続的に観察することができる一般職員の方

が，園長・主任等に比べて食行動の問題に気づくこと

ができる。

　親に現れる様子では，保育士が「子どもについて話

したがらない」，「子どもの身体所見について説明が不

十分」が有意に高かった。保育所利用者は仕事をして

いることが条件の1つであるため，保育士は仕事以外

の親子の接触を重要視し，その観点から保護i者を観察

している。また乳児のおむつ交換や衣服の着脱の機会

も多く，身体観察の場となり確認のため親への問いか

けも多く，虐待につながる親の様子として把握してい

る。親に現れる様子（知識）の高得点群は，園長・主

任等，経験：年数が多い者であった。問題がある場合，

親対応が求められる管理的な立場であるため高得点で

あるといえる。

　ビネット調査で虐待や放任と思う行為については，

「子どもにタバコの火を押し付ける」，「殺してやると

真剣な表1青で包丁を突きつける」等子どもの生命が脅

かされる行為や，親の満足を目的にした性的虐待行為

等の項目が高得点であった。逆に低得点の項目は「親

が子どもにポルノビデオを見せる」，「子どもの高熱を

座薬によって下げて，翌朝，保育所に連れて行く」で

あった。これは親の考え方だから，親の仕事が忙しく

仕方がないという親側の立場で保育者が判断してい

る。また「子どもが嫌がっているのに，年齢不相応な

早期教育を強要する」等の，子どもの気持ちを無視し，

親の気持ちを優先した行為が虐待として認知されにく

い。子どもに与える心理的影響はすぐには見えにくい

ため，不適切な関わりと判断しにくいと思われる。

　ビネット調査を虐待種別毎でみると，心理的虐待が

平均値2．95で心理的虐待が最も認識しにくいことがわ

かる。心理的虐待は子どもの気持ちを汲まず否定的刺

激を伴う子どもと親の関係により，子どもに苦痛や不

安・混乱等を引き起こし心理的成長障害が起こる8）た

め，子どもに及ぼす影響は大きく，親子の関係を慎重

かつ多角的な視点から捉えていく意識が重要になる。

　子どもにとって有害な行為であれば虐待であり，わ

れわれがその行為を親の意図で判断するのではなく，

子どもにとって有害かどうかで判断をするように視点

を変えなければならない9）ことから，保育者も親の子

どもへの関わりが不適切と判断する時には，子どもの

人権を考え判断することが重要である。
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3．虐待の疑いや虐待事例への対応について

　保育者は，子どもの「情緒面」，「発達・行動面」，「食

事面」を被虐待児に現れる様子と思わなくても，日常

業務で観察をしていた。これは，調査項目の中に発達

障害児に現れる症状と重なるものもあり，虐待の影響

で現れる様子だと思わなくても子どもを観察している

ことが把握できた。激しいネグレクトなど虐待環境に

育った場合は，反応性愛着障害が生じ，その抑制型は，

他者への関心を示さないという広汎性発達障害に非常

に類似した臨床像をとるlo）とあるように，発達障害を

疑った際には，虐待の可能性もあることを念頭に置く

ことが重要である。

　日常業務で親に対しての観察は，「子どもをかわい

がる態度が見受けられない」等の親の愛着欠如の項目

が観察されていた。その他の項目は50％以下の観察で

あり，親への観察はしにくい状況である。親に現れる

様子は知識としてあるものの，観察に結びつかないこ

ともあると考えられる。原田によると，3歳児を育て

ている母親の47％は「子育てでは，いらいらするこ

とが多い」11）と訴えている状況から，虐待は「誰でも，

何処でも起こり得る」という視点を持って，日常の親

の観察を行う必要がある。「気になる親」を発見した

際には，親の悩みを保育者が共有し，心理的物理的サ

ポートをしていく必要がある。

　虐待の判断に迷ったときの相談は殆んどの保育士・

幼稚園教諭が行っている。しかし，春原は虐待の「き

ざし」は見過ごされていることがある12）と述べており，

保育者が「何かがおかしい」，「おや」と感じた時にす

ぐ声にすることが，虐待の早期発見や対応につながる。

　虐待ケースへの保育者の個人的対応や，職員間での

対応は，約半数が何らかのことを行っている。個人的

な対応では，「子どもの様子を観察した」，「送迎の際

に親とよく話をするようにした」であった。職員間の

対応を先行研究13）と比較すると園内の話し合いはよく

しているが，外部の関係機関との連携は少ない状況と

いえる。園外の連携機関先では，保健所・保健センター

（保健師）が6割であり，保健師と連携・連絡をとる

事が多い特徴があった。また，虐待であるかどうかを

悩んだ時の相談相手の中で，園の外部者への相談は，

市町の福祉担当課に次いで2番目に保健師が上がって

いる。高野らの報告では，母子保健担当保健師と保育

側との事例の連携は95．1％であり，その理由は発達の

遅れ81．1％，被虐待児支援41．3％14）と述べている。園
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に在籍する「気になる子」の園での様子の情報交換が，

両者の連携を強化していると考えられた。

　保育者の虐待の対応をするうえでの懸念として，虐

待のおそれがあることを疑いすぎて親との信頼関係を

崩してしまうのではという心理が，虐待の判断を鈍く

している13）と述べている。子ども虐待を発見し対応す

るためには，元来，子どもは親に対し心理的・身体的

依存状態にある訳だが，虐待が起こると家族機能不全

状態となり，子どもの健康と安全が危機的状況に陥る

と考え，家族全体を支援する視点が必要である。また，

家族の問題にまで踏み込まなければ，虐待の発見や対

応は不可能であり，その過程で保育者はさまざまな感

情が生じてくることがあり，職場の方針の確立と職員

のフォローが必要である。

4．本研究の限界と今後の課題

　本研究では，保育者の子ども虐待に関する知識や対

応行動を把握することができた。しかし，子ども虐待

に関する知識や対応行動には園の組織としての取り組

み状況や取り組みに関する考え等によっても，また市

町村における地域の虐待対応等の影響もあると思われ

る。今後，地域における虐待対応の組織的取り組み，

さらに地域の連携等の影響も事例別に検討していく必

要がある。

　本研究の結果から虐待の発見や対応のあり方に関わ

るいくつかの示唆が得られたが，虐待を発見した後の

フォローの仕方や，各専門家を交えた組織的なチーム

のあり方等についても今後明らかにしていきたい。

V．結 △
冊

昌
5
口

　保育者の虐待の知識と虐待への対応行動を明らかに

し，保育者が虐待を発見するための課題を明らかにす

ることで，虐待の早期発見能力を高める方法を検討し

た。S県S健康福祉センター管内の7市町の保育士，

公立幼稚園教諭を対象に調査し，その結果，虐待の知

識では職業間での差はなく，職位，経験年数において

差が見られた。被虐待児に現れる様子では，身体面・

情緒面の知識は高く，発達行動面・食事面では低かっ

た。親に現れる様子では，「子どもについて話したが

らない」，「子どもの身体所見について説明が不十分」

の知識が高かった。虐待の行為では心理的虐待が最も

認知されにくかった。日常業務で保育者が観察してい

る点は，子どもに対しては，「身体面」，「情緒面」，保

小児保健研究

護者に対しては，「親の愛着欠如」であった。特に本

研究では保育士・幼稚園教諭は保健師と連携・連絡を

とる事が多いという特徴が見られた。また，虐待であ

るかどうかを悩んだ時の外部の相談相手として，保健

師が2番目に多かった。

　保育者が虐待を早期に発見するためには，心理的虐

待やネグレクト行為，被虐待児に現れる発達行動面や

食事面面についての観察を強化する必要がある。また，

保育士・幼稚園教諭は，具体的なケースでの連携，研

修等による知識の提供を，身近で相談しやすい保健師

に求めて，虐待対応のスキルアップを図る必要がある。
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（Summary）

　　Objectives　：　The　method　of　discovering　child　abuse　at

the　early　stage　is　examined　by　understanding　the　reali－

ties　of　correspondence　to　the　knowledge　of　child　abuse

of　the　child　care　worker　and　child　abuse，　and　clarifying

the　problem　for　the　child　care　worker　to　discover　child

abuse．

　　Method　：　The　self－filling　in　type　investigation　was

executed　for　the　nursery　teacher　and　the　kindergarten

teacher　（1，195　people）　of　S　prefecture　in　five　cities　and

two　towns　．

281

　　Results　and　Conclusions：In　the　symptom　that　ap－

peared　to　the　ill－treated　child，　knowledge　on　the　physi－

cal　aspect　and　the　emotion　side　was　high，　and　it　was　low

on　the　development　behavioral　side　and　the　meal　side．

In　the　act　of　child　abuse，　the　psychological　abuses　were

acknowledged　easily　least．　The　point　that　the　child　care

worker　was　observing　in　the　routine　was　“Physical　as－

pect”　，　“Emotion　side”　for　the　child，　and　“The　parents’

attachment　lacks”　for　the　guardian．

　　In　the　present　study，　there　was　a　feature　that　the

child　care　worker　often　cooperated　with　the　public　health

nurse．

　　It　is　necessary　to　strengthen　the　observation　of　the

psychological　abuse　and　neglect　so　that　the　child　care

worker　may　discover　child　abuse　at　the　early　stage，

and　to　strengthen　the　observation　on　the　development

behavioral　side　and　the　meal　side　that　appears　to　the　ill－

treated　child　．

（Key　words）

child　abuse，　nursery　teacher，　kindergarten　teacher，

knowledge，　correspondence　action
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